




























から戻ったばかりです。 私は中国語を専門としますので、 中国や台湾へはこれまで長期 ・ 短期を混ぜて
50回ぐらい行っ ていますが、 今回はなんと





字といい、 表音文字だそうす。 スリランカは３種類の言語を使っており、 これ そのうちのシン ハラ語を表記する文字です。 次にあるのはタミール語を表すタミール文字、 これは北部に多いと聞いています。 そしてもう一種類が英語です。　
スリランカでは街の標識や看
板、 たとえば 「空港へ行くにはここを曲がれ」 とか 「ここから








す。 しかしこの点で日本 非常に特殊な表記体系を持っ ていて、 漢字と平仮名 ・ 片仮名、 それにローマ字の
4種類、 中には 「βカロチン」 などと
いう言葉を使うときにはギリシャ文字も使います。 ギリシャ文字を使うのは α、 β、 γぐらいでしょうが、 日本語はそういう複数の文字を使っ て表記する、 世界でも大変珍し 言 です。　
日本語のこのような性格に似たものとしては、 韓国語がそれに近いか
































4） 。 この資料を作ったときは、 まさか自分がスリラン
カに行くなどということは夢にも思っ ていませんでしたが、 タミール語につ いてはかつて大野晋先生が 『日本語の起源』 で、 日本語の起源はタミール語であるという説を展開されて、 賛否両論かなりにぎやかな議論になったことがありました。 そのときにタミール語とかタミール文字という名称をお聞きになったこともおありかと思います。 私もそのときにはじめて身近な文字として感じました。　
このほかにも世界に文字はたくさんありますが、 文字に関しては中
西印刷とい 京都にある印刷会社を忘れてはいけません。 京都大学の印刷物もたくさん作ってくださ 会社ですが、 そこの先代の社長が大変な文字の研究家でした。 いわば文字おたく、 文字マニアで、 お仕事を息子さんに譲られてから後、 奥さまと世界各地を旅行され、 チラシ、 マ ッチ箱、 蚊取り線香の箱、 割り箸の袋 ど、 文字が印刷されているものを大量に集めて帰ってこられました。 その成果は大阪にある国立民族学博物館に寄贈され、 現在整理中だと伺っています。 その業績 継いで








28種類のうち、 漢字 ・ 平仮名 ・ 片仮名 ・ ローマ字の四つ











4ですが、 そもそも文字が好き嫌いの対象になるということ自体が面白い話です。 アメリカ人がローマ字を好きである、 嫌いであるということは多分あり得ないだろうと思います。 私たちだって、 平仮名が好きだ、 片仮名が嫌いだと うことはおそらくないでしょう。 しかし漢字は好きな人と嫌いな人にはっきり分かれます。　
それはい ったいなぜなのでしょうか。 そのことは今日の主題ではあり
ませんが、 上手に使いこなせたらこんなに便利なものはない、 しかしそれを習得するまでには若干の苦労 強い れるというものに好き嫌 が発生すると私は考えて ます。 それは、 コンピ ュ ータを使っ て情報を集める、 あるいは車を運転すると ったことと同様です。車を運転される方もたくさん らっしゃると思いますが、 教習所 通い始めたころには
Sのカーブで脱輪したり、 今から思えば懐かしい思い出
ですが、 やはりそのときは大変で 。 コンピ ュ ータにせよ車 せよ、 取 掛かりの段階ではさまざまな苦労を強いられます。 しかしある程度それを使いこなせるようになると、 こんなに便利 も ありません。 漢字だって、 小学校、 あ いはこのごろ 幼稚園か はじまって るようでが、 ごく小さいころから中高校 時代 ずっ 修練を積み重ねた結果、身に付いている方々が圧倒的多数です。 その人たちから見れば、 平仮名ばかりで書かれた文章は読みにくいでしょう。　
かつてこういう話を教育テレビのある番組で話したところ、 視聴者の
見知らぬ方からメール いただきまし 。 メール 内容 、 平仮名や片仮名ばかりで書かれた文章は誤読が起こ と うもので、 その方はお父さんの思い出話をメールでくださいました。　
その方のお父さんは、 戦前に東京で苦学をしておられました。 この
「苦学生」 というのが近ごろの大学生には通じなくて、 彼らは平気で「なぜアルバイトをしないのですか」 と聞くのですが、 それはさておき、
大変な苦労をしながら東京で勉強していらっしゃいました。 しかしどうしても生活が大変で、 意を決して三重県にある実家まで無心に帰ろうとしました。 夜行の各駅停車 乗り継いで三重県の県庁所在地の津まで帰っ てきて、 そこで持ち金がとうとう底をつ てしまいました。 ご実家はもう少し先まで行かなければ らないので、 彼は津から電報を打ちました。 当時の電報はもちろん片仮名ばかり 書かれ ま た。 そのころは電報為替 いう制度があったそうで、 三重県の県庁所在地である津からご実家へ、 片仮名ば りで 「ツマデキタ。 カネオクレ」 と打電したら、 受け取ったご実家ではそれを 「妻できた。 金送れ」 とお読みになったのです。 知 ない間に結婚 たのだなと、 本人には意外なほどたくさんの送金があった、 と亡くな た父がよく思い出話をして ました いう内容 メールで、 失礼ながら大笑いさせていただきま た。　
それは、 三重県の 「津」 を漢字で書く、 あるいは 「妻」 を漢字で書けば、
意味のちがいは一目瞭然 す。 「津まで来 」 「妻できた」 は、 片仮名書くと誤読が起こ っ て当然 むしろ 「妻できた」 の方 、 より普通の日本語かと思います。 「津」 は三重県には縁の深い文字です 、 三重県以外の人には 「津 で来た」 はあまり日常的な言葉 はないかもしれません。 いずれにしても、 片仮名 ・ 平仮名ばかりで書かれた言葉 誤読が起こります。 とい っ て、 漢字はそうそう簡単に習得 きるものではありません。　
世の中には漢字が大好きな方もおられて、 一番画数の多い漢字はど
れかとか、 漢字は全部で つあるのかという、 いわゆる雑学、 トリビアをめぐる話がよくテレビ クイズ番組になっ ているようで
18世紀 （1716年） に康煕帝の勅令で作られた 『康煕字典』 という辞
書があり、 そこには4万7000字余りの漢字が収録されています。さらに日本では諸橋轍次先生がお作りになった 『大 和辞典』 が、 『康
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煕字典』 に入っ ている文字を全部取り込んで、 さらに日本人が作った国字や 『康煕字典』 に入っていないものを付け加えられました。 正確には4万9970字余りですが、 5万字と呼んで ます。 さらに中国では『漢語大字典』 や 『中華字海』 などの辞書が作られました。 それぞれ約6万字とか約8万5000字という収録字数を誇っ ています。　
中国語は漢字ばかりで書くので、 中国人はわれわれよりずっとたく
さんの漢字を必要とするのだろうと一般的には考えられがちですが、実はそんなに変わらないのが現実です。 後ほど触れますが、 常用漢字がかつては1945文字、 今は2136 になりましたが、 常用漢 だけでは足りないことがあるのは事実です。 それでも2500種類も使えば、 ものすごく多いという感じです。 い の中国で決められ る字表は2500字ですから、 中国でも基本的には2000 プラスアルファの文字が、 よく使われる漢字として意識されています。 中国には平仮名や片仮名がなく漢字ばかりで書くから い っ て、 たくさんの漢字が必要なわけで なく、 あまり変 りません。　
そうすると、 この5万字や8万字というのは一体何なんだということ
















す。 「おやつはプリンよ」 も、 「おやつ」 は語源的には 「八つ時」 で漢数字の八を書くことは可能ですが、 今の日本語で 「おやつ」 に漢数字の八を書くのはあまりにも非現実的ですので、 「おやつ」 多分この書 方しかないだろうと思います。 「 もおそらくこ 書き方しかな だろうと思います。　
いまから十数年前、 私のところにイタリア人の女子留学生がいまし
た。 ベネチア大学で日本語を勉強して、 文部省の国費留学生の資格を得て、 漢字の勉強がしたいというので私の ころ 大学院に入って博士号を取りました。　
その学生がイタリアで日本語を勉強していたとき、 日本人の先生が









れはプディングであるべきで、 プリンという外来語はないのです。 日本人はプリンと聞いたらおそらくまちがいなく片仮名で書くでしょうけれども、 実 あれは日本語だと彼女はしきりに主張していました。 日本暮らしている西洋系の外国人が一番困るのは、 片仮名書きされ いる外来語だそうです。 元の言葉に復元できないので辞書も引けないと、 アメリカか の留学生などもよく言っ ています。　
いずれにしても 「動物園にライオンがいる」 「おやつはプリンよ」 は、
「動物園」 という漢字が書ける小学生以上であれば、
99％以上の確率
でこの文章における漢字、 平仮名、 片仮名の使 分けが一致すると考えてい いだろうと思います。　
しかしそういうものばかりではありません。 たとえば下品な例で恐
縮ですが 「隣の奥さんは別嬪でほんとに羨ましい」 、 別にわが家の隣に美人が住んで らっしゃるのではなく あくまでも例文です。 「別嬪」という言葉を若い世代はほとんど使いませんが、 片仮名で書けば、 そんな言葉もあるなとお分かりになるはずです。 それから 「ほんとに」 とう副詞を 「本当に」 と書くか。 「うらやましい」 漢字で書くか 平仮名で書くか。 隣」 「別嬪」 「ほん に」 「うらやましい」 は、 人によってさまざまな き方が可能です。　
同様に 「お爺さんが携帯で蘊蓄を傾ける」 も、 いくつかの単語を平仮
名 ・ 片仮名を交えて書く方がむしろ近ごろは主流かなと 気がします。　
さらに品のない例文ですが、 「晩ご飯は、 たけのこご飯とほうれん草の
おひたしです」 。 たまたま私の大好物を二つ並べているだけの話ですが、これはさまざまな書き方が可能で、 ただ一つの書き方として固定はできません。 続いて報告される小駒さんが詳しくご説明になると思いますが、 日本語には正書法がありません。 それが欠点だとよくいわれますが、 しかし果たして本当にそうでしょうか。　
「携帯電話」 に対して、 このごろは片仮名で 「ケータイ」 と書いている




これはもちろん答えが出る話ではあり せん。 接触の仕方によって それぞれの方々が使い分け 漢字は大きくちがいます。 私はかつてこのことにつ いて 「ハ ンバーガーショ ップ的漢字論」 という雑文を たことがあります。 最近はあまりハ ンバーガー屋さんには行きませんが、 子どもが
×
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字は最低限必要でしょう。 小学校で学ぶ漢字を教育漢字といい、 それは学習指導要領によっ て決められていて、 いまは1006文字が小学校1年生から6年生までに配当されています。 さきほど最低限とい ったのは語弊がある言い方で、 それだけの漢字で表現で る状況もありますが、 「丼」 や 「鍋」 は教育用漢字には入っ せんか 、 小学校で習う漢字だけでは、 牛丼屋さんへ行っ ても 「丼」 という漢字が読めないはずす。 しかし現実に 子どもたちは社会生活を通じて覚えていますので、「丼」 は大変簡単な漢字でほとんどの子どもたちは書けますよね。さらにそれを超えるものとして、 昨年
11月末に告示された2136文
字から成る常用 あります。 常用漢字というと、 全国民がこれだけの範囲の文字を使わなければならないという誤解を受けることがありますが、 そういうものではありません。 常用漢字は法令 公用文書、
新聞、 雑誌、 放送、 その他の一般の社会生活において使う漢字 目安です。 それだけの漢字が使えて、れ以外のも を使ってはいけない、 というわけではありませんし 常用漢字に入っている漢字だって別使わなく も構わない
いう、 非常にフレキシブルな規格になっ ています。　
さらにコンピ ュ ータで使えるJIS漢字の第1 ・ 第2水準、 これは普通
のパ ソコンや携帯電話で使える漢字で、 それが使えれば十分という場合です。 世間にはそれほど馴染まれていない世界ですが、 第3水準 ・ 第4水準のレベ ルの文字が必要 なってくる場合もあるでしょう。 もっ 特殊な世界になりますと、 それこそ 『中華字海』 8万5000字 必要というケース、 それも明朝体で必要になる場合とか、 全書体 必要であるケースまで考えられないわけではありません。 現実にはそういうことはほとんどあり得ないと思いますが、 想定できるもの して 狭 範囲、広い範囲、 いろいろな領域で必要となる世界を切 いきますと、 このように場合分けができるかなという気がします。◆
当たり前のことですが ・ ・ ・
　
しかし文章を書くのは私たち個人個人で、 機械が書いてくれるわけ
ではありません。 コンピ ュ ータで漢字仮名混じり文が書けるものがはじめて発売されたのは1979年でしたからもう
30年ほど前の話になり
ます。 そのころは何百万円もする機械 した ら、 一般の人間にはまったく無縁のも でし が、
10〜
15年ぐらい前から小型のワープロが普及
し、 やがてパ ソコンに変わって、 携帯電話ある はパ ソコンによるインターネットが爆発的に普及しまし 。 携帯電話 は本当に老若男女、 小学生からご年配の方々ま 、 街角で立 信号待ちの間 メールを打っ てる姿まで目にします。 これだけたくさんの方が電子機器を使って日本語を書く状況が起こるとは、 少なくとも
30年前ぐらいには夢にも思わ
なかったにちがいあり せんが、 それが情報産業の発展、 高機能化、 低価格の進行とともに爆発的と言っ てい いほど普及しました。　
当初は、 機械で書かれる言葉は味気ないとか、 心がこもっ ていないとか
8いわれました。 また年賀状をワープロで作るのは失礼であるといわれたこともあり ワープロ 使うと、 「御目出度う」 のようにやたらと漢字をたくさん使う傾向がありました。 このごろはだいぶコントロールされているようですが、 しばらく前のコンピ ュ ータで使われたソフトでは、よりたくさん漢字に変換することがすぐれ 性能だという傾向が如実に感じられた時期が めったや らと漢字にしようという動きが、 かつての電子産業にはあっ ように思います。　
手書きではなく機械で書く日本語には心がこもっ ていない、 漢字がた
くさん使われすぎるなど、 さまざまなメリット、 デメリットがあちらこちらで論じられて ました。 今でもその議論はもちろんあると すが、 しかしそ はしょせん文房具 変化です。 かつて奉書に毛筆で文章を書いていた時代から、 明治 ら大正時代あたり 西洋紙に万年筆あるいはボール ペ ン、 鉛筆で文字を書くように変わっ てきまし 。 記用具の変化が文体の変化を起こすことは 歴史的な事実として当然あるものです。　「
Style （スタイル） 」 という英語は人間の姿形ではなくて、 もともと文
体を意味する英語だった だそうです。 その 「
Style 」 の語源は 「鉄筆」
を意味するラテン です。 古代ローマでは板 枠に蝋を詰めたタブレットが使われていました。 蝋ですから温めると溶けますが、 冷やすとま固まって元の平面に戻るの 、 万年ノートとして使え す。 その蝋板先の尖った鉄筆で文字を書いて ました。 このガリ版を切ったときうな鉄筆をラテン語 は 「
Stilus （スティラス） 」 といいます。 これが英語
の文体を意味する 「
Style 」 の語源になっ ており、 このように文体を決め
るのは筆記用具であるということは、 洋の東西を問わず、 古今を問わず指摘できる事柄です。　
筆記用具は、 この100年ほどのあいだに毛筆から鉛筆 ・ ペ ン ・ ボールペ
ン へと変わり、 そして今、 筆記用具として電子機器が起こ っ てきました。そのときに、 ワープロ ・ パ ソコンが自分の側で文章を作っ てくれるわけではありません。 こちらが書きたいことばを入力し、 それを漢字に変換したら、 向こうがしかるべき候補を出してくるのです。 「これこれこういう内容のことを書きたいのだけれど、 書 てくれないか」 と言っ ても、 残念ながらパ ソコンはしてくれません。 し がっ て自分が知らない単語を機械で出すことはできないわけです。　
たとえば 「矍鑠 （かくしゃく） 」 という言葉があります。 「あのおじい
さんは
90歳を過ぎても、 毎朝公園でラジオ体操をしている。 ほんとに矍
鑠としていらっしゃるね」 というように使いますが、 この 「矍鑠」 を知らなければ、 文中には使えません。 パ ソコンの側が 「そういうのを矍鑠と言うのですよ」 と教えてはくれません。 要するにコンピ ュ ータを使おうが手で書こうが、 基本的には自分が考えた文章を、 筆記用具としてのパ ソコンを使っ て書いていると うことを、 もっ 真正面から見なければいけないのです。　
パ ソコンの漢字変換に引きずられた日本語を近ごろは ばしば見か
けます。 たとえば 「雨に降りこめられる」 や 「駆けつける」 という きに、 後半にある 「こめられる」 の部分が 「込められる なったり あるいは 「つ る」 を 「付ける」 となったりするなど、 動詞が二つ並 だ時 あとの方の動詞を漢字 している表現 目立ちます。 このような文章をかつて手で書いていた時には、 「今日は雨に降 こめられた」 「急いで駆けつける」 と平仮名で書 てい のではないかと思います。 ところがコンピ ュ ータはそこの部分を漢字に変えてく ことがあります。 私は余計だと思うので、 なるべく き直すようにし います。　
情報機器の普及のおかげで、 漢字を書く作業がかなり楽 なりま
した。 そこでもっともっと強調すべきは、 機械が出しゃば てくるのを防
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ぐことではないかと思います。 当たり前の話ですが、 文章を書く者の言語的主体性の確立が必要です。 文章を書く人間が 「こういう文章を書くのだ」 としっかり意識を持つことが必要です。 自分が機械を使うのであって、 機械が自分を使うのではないことが、 もっともっと認識されていくべきではないか、 それによっ て自分に最もぴったり、 し くりくる日本語の書き方が成立してくるのではないかと思います。
